
養父市記者発表資料   2025 年 10 月 10 日 

養父市大学生等ふるさと産品アンバサダー事業 

2025年のふるさと産品を第一次発送します 
 
ふるさと産品の認識促進および、学生がふるさと養父市に思いを寄せ、養父市アンバサダー（大

使）のような愛着を獲得することを目的に「養父市大学生等ふるさと産品アンバサダー事業」として、
高校を卒業し養父市を離れて学業に励む大学生等に向け、地域ブランド商品「やぶの太鼓判」認定産
品などを届けます。 
この度、１次締切である 2025 年 10 月 9 日（木）までに申請があった学生に発送する同産品

の箱詰め作業（発送準備）の様子を 10 月 21 日（火）、（公社）養父市シルバー人材センター
（養父市八鹿町下網場）でご覧いただく機会を設けましたのでご案内いたします。 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

昨年の作業の様子（送付する産品は今年と異なります） 
 
１．事業概要 

大学・短期大学・公共職業能力開発施設などで学業に励む大学生等に向け、養父市地域ブランド
「やぶの太鼓判」認定品（ふるさと産品）を給付します。申請があった学生には、市政等の情報発信も
定期的に行い、つながり継続を図ります。給付を通じて産品の認識を高めていただくとともに、ふるさとへの
愛着醸成の機会にしていただくこととしています。また、学生による自主的な市・産品ＰR 等につながること
も期待しています。 
２．事業対象者 

養父市に在住している者に扶養され、大学・専門学校等に通う学生 
（申請総数 300 人を想定） 

３．発送準備について 
日  時：2025 年 10 月 2１日（火） 公開時間:午前 10 時から１時間程度 
場  所：公益社団法人養父市シルバー人材センター（養父市八鹿町下網場 610-5） 
送付先：1 次申請期間中（2025 年 10 月９日まで）に申請があり、10 月中の産品送付を希望し

た学生に発送します。（約 100 人分） 
同封する物：①「やぶの太鼓判」認定品の中から３品（別紙「養父市産品の紹介」を参照） 

②航空券無料引換券（コウノトリ但馬空港⇔大阪（伊丹）空港路線） 
③送付文書一式 （産品の紹介、養父市企業・事業所ガイドブックほか） 

 
４．今後の予定 
当事業は 2026 年 1 月 31 日（土）まで申請を受け付けます。 
最終発送日は 2026 年 2 月 14 日（土）の予定です。 

 
【問合せ】 
市民生活部 やぶぐらし・地方創生課  課長：才木 哲郎  担当：東 宏樹 
電話番号：079-662-3172 



養父市産品の紹介 
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 天滝ゆずのマーマレード 

全国でも珍しい蛇紋岩地帯で

栽培されたコシヒカリです。蛇 

紋岩は温石（おんじゃく）とも 

呼ばれ保温性に優れ、その土地 

のお米はミネラルを多く含み、 

甘みが強く冷めてもおいしいお 

米になります。食べた人の心を 

温めるという願いも込め「温石 

米」と名付けられました。 

 

販売者：公益社団法人 養父市シルバー人材センター 

 

「天滝ゆず」の爽やかな果汁 

と、果皮のほのかな苦みを活

かしスッキリとした甘さに

仕上げられたマーマレード。 

保存料や着色料など余計な

ものは一切加えずシンプル

に素材と技術のみで丁寧に

作り上げられました。 

 

 

販売者：カタシマ株式会社 

鮎のささやき 3 本 航空券無料引換券 

清流・八木川を泳ぐ鮎をモチ 

ーフに昭和２６年に考案さ

れた和菓子です。自家製のカ

ステラ生地に北海道十勝産

の小豆を用いたこしあんと

求肥餅を包んだ自慢の一品

で、数々の賞を受賞していま

す。誕生から７０年余り愛さ

れ続けている銘菓です。 

 

販売者：株式会社谷常製菓 

コウノトリ但馬空港⇔大阪（伊丹）空港路線の 1往復

分（片道２回の利用可能）の航空券無料引換券。 

東京からの帰省にもご利用可能。 

飛行機を利用したことがある方もない方もこの機会

にぜひご利用ください 

 

詳しくは同封の【航空券無料引換券】をご覧ください。 

 

 

事務局：養父市コウノトリ但馬空港利用促進協議会 

    （養父市 まち整備部土地利用未来課） 

 


